
道路建設課・松江県土整備事務所

「一般県道海潮宍道線」は、雲南市大東町須賀から松江市宍道町東来待の国道９号交差点
へ至る生活関連道路です。当該区間は、道幅が狭く車の離合が困難であり、また、十分な視距
が確保できず対向車の視認も困難であることから、危険な状況となっていました。
このような状況を解消するべく、令和元年度から２車線バイパス整備に着手し、令和７年

３月に事業が完了しました。このバイパス整備により、地域住民の皆様がより安全で円滑に
通行出来るようになりました。

【事業概要】
箇 所︓松江市宍道町上来待
延 長︓L=３００m
事業期間︓令和元年〜令和６年
道路規格︓３種４級
設計速度︓３０ｋｍ/ｈ
道路幅員︓７．０ｍ

（車道５．５ｍ、路肩１．７５ｍ）

【位置図】 来待小学校
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［整備前］︓道幅が狭く車両の離合が困難 ［整備後］︓2車線整備により安全・円滑な通行が可能

道幅が広くなり
安心して通行
できるように
なりました

道幅が狭くて
車同士のすれ違い
が出来ない

今回のバイパス整備にあたり、
新たに２つの橋梁を整備しました。
雲南市側︓小林橋（こばやしばし）

橋長 L=１７．８ｍ
松江市側︓伊勢宮橋（いせぐうばし）

橋長 L=１９．２ｍ
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